
 
２０２５年度 事 業 計 画 書 

 
法人の名称 

特定非営利活動法人 

神奈川県中途失聴・難聴者協会 

 

１ 事業活動方針 

現在、難聴者等のコミュニケーションの充実のための事業や、難聴者等の情報保障を担う要約筆記者の

養成事業について、神奈川県聴覚障害者福祉センター(以下、センター)に協力して進めている。 2025 

年度はさらに当協会が主体となって、様々な手法や場所で手話勉強会を開催するなど、社会に出てこら

れない難聴者等を掘り起こし、QOL(クオリティ・オブ・ライフ)を上げる施策を積極的に進めていく。 

２ 事業内容 

（1） 難聴者等のコミュニケーションの充実のための社会教育事業 

① コミュニケーション講座、難聴者等のための手話教室 
 

・内 容 センターで実施しているきこえに困っている方及びそのご家族を対象と 

  した企画に講師を派遣するなど協力する 

・日 時 通年 

・場 所 セ ンター 

・従事者人員 ６～７人程度 

・受益対象者 神奈川県にお住まいのきこえに困っている方及びそのご家族多数 

・支出見込額 ０円 

 

② 難聴者のための手話勉強会 
 

・内 容 手話が初めての難聴の方でも分かりやすいように要約筆記をつけて実施する 

・日 時 原則、毎月第２・第３火曜日(計２２回予定) 

・場 所 センター、海老名総合福祉会館 

・従事者人員 ８～９人程度 

・受益対象者 神奈川県にお住まいのきこえに困っている方及びそのご家族 多数 

・支出見込額 ７８,５００円 

 

（2） 難聴者等の諸問題解決のための情報収集・提供事業及び他団体との連絡調整事業 
 

・内 容 上部団体及び他団体との会議等に参加し、情報収集・意見交換を実施する 

・日 時 通年 

・場 所 関東又は神奈川県域（他団体） 

・従事者人員 １０ 人程度 

・受益対象者 神奈川県にお住まいのきこえに困っている方及びそのご家族多数 

・支出見込額 ５，０００円 



（3） 緊急・災害時における聴覚障害者の救助・救援に関する事業 
 

・内  容 災害対策県域本部会議に参加し、解決するべき対策及び実行活動をする 
  また、神奈川県内で行われるビッグレスキューへ災害対策県域本部として 

  参加し、難聴者などの災害時における啓発活動を行う 

  年に 1 回の安否確認訓練を行う 

・日 時 災害対策県域本部会議等 年５回 

  「ビッグレスキューかながわ」１１月予定 

  安否確認訓練 ３月予定 

・場 所 聴障センター、三浦地区（ビッグレスキュー） 

・従事者人員 ３人程度 

・受益対象者 神奈川県にお住まいのきこえに困っている方及びそのご家族多数 

・支出見込額 ４，０００円 

 

（4） 難聴者等や耳マーク、ヒアリングループ等の広報・啓発に関する事業 

① 会報発行 
 

・内   容 年間４回会報を発行し、難聴者等にとって有益な情報を提供する 

・日         時 ４月、７月、１０月、１月(予定) 

・従事者人数 １０人程度 

・受益対象者 きこえに困っている方及びそのご家族、一般の方多数 

・支出見込額 ６３，０００円 

 

② 耳マークグッズ等の販売及び聴覚障がい啓発リーフレット配布 

・内 容 耳マークを社会一般に認知してもらうため、耳マークグッズ等の販売 

        を行う 

・日 時 随時 

・従事者人数 ４人程度 

・受益対象者 きこえに困っている方及びそのご家族、一般の方 多数 

・支出見込額 ５５，０００円 

 

③ ホームページ 

・内 容 随時、難聴者等にとって有益な情報を提供すると共に、一般の方や孤立し 

ている難聴者等への啓発活動を行う 

・日 時 随時 

・従事者人数 ２人 

・受益対象者 きこえに困っている方及びそのご家族、一般の方多数 

・支出見込額 ５，１００円 

 

④ 当協会の入会案内書を印刷し、当協会の活動への理解を得る 

・内 容 当協会の認知を広め、入会希望者へ入会案内書を配布する 

・日 時 随時 

・従事者人数 ２人 

・受益対象者 きこえに困っている方及びそのご家族、一般の方多数 

・支出見込額 ６５０円 



（5） 難聴者等に係る相談支援事業 

① 聞こえの生活相談会 

・内 容 センターと協力し、各地域に出向いてきこえに関する相談会を 

開催・支援する 

・日 時 年２回程度 

・従事者人員 ２人程度 

・受益対象者 神奈川県にお住まいのきこえに困っている方及びそのご家族多数 

・支出見込額 ０円 

 

② 難聴者サロン 

・内 容 センターで実施している難聴者サロンに、アシスタントを派遣するなど協 

力する 

・日 時 年３回 

・場 所 センター 

・従事者人員 ２人程度 

・受益対象者 神奈川県にお住まいのきこえに困っている方及びそのご家族多数 

・支出見込額 ０円 

 

③ 難聴当事者による難聴者サロン 
 

・内 容 難聴当事者で難聴者サロンを開催する 

・日 時 年２回程度 

・従事者人員 ２人程度 

・受益対象者 神奈川県にお住まいのきこえに困っている方及びそのご家族多数 

・支出見込額 ２，６３０円 

 

（6） 難聴者等の社会参加促進を支援する事業 
 

・目 的 日々の生活に重要視されることの多い社会参加は、体調面にも大きく 
  影響すると言われているので、難聴者の社会参加を後押しできるように 

  支援を行う 

・内 容 ①市町村等開催のイベントにおいて文字情報(要約筆記)の設置の推進を続 
ける 

②市町村等の施設のヒアリングループ設置の働きかけを勧める 

③難聴者の社会参加がしやすくなるように他事業部との協力を行う 

・日 時 随時 

・従事者人員 １人程度 

・受益対象者 神奈川県にお住まいのきこえに困っている方及びそのご家族多数 

・支出見込額 ２，３００円 



（7） 要約筆記者養成事業 
 

・内 容 センター主催の要約筆記者養成講習会(法定事業)への講師派遣や 
  講義の見学等に協力する 

  要約筆記者養成委員会や要約筆記者派遣運営委員会等へ出席する 

  三者共催要約筆記者研修会へ協力する 

・日 時 要約筆記者養成講習会は、年間全４２回程度 

  各委員会は、年５～６回程度 

  三者共催要約筆記者研修会は、年１回開催 

・場 所 センター 

・従事者人員 ２〜１０人程度（協力内容によって増減あり） 

・受益対象者 神奈川県にお住まいのきこえに困っている方及びそのご家族多数 

・支出見込額 １０,０００円 

 

（8） 難聴者等の交流に関する事業 

① 定例会 
 

・内 容 会員や外部講師による講演会を、情報保障付きで実施する。会員及び 
  中途失聴・難聴の同障者同士が悩みを打ち明け共感し、明るく前向きに 

  社会参加できるよう、情報提供などを通じて交流を深めていく 

・日 時 年６回程度 

・従事者人員 ５人程度 

・受益対象者 神奈川県にお住まいのきこえに困っている方及びそのご家族多数 

・支出見込額 １９５，２００円 

 

② センターまつり 

・内 容 センターで開催されるセンターまつりの運営に協力する 

・日 時 センターまつり会議 年６回 

センターまつり 年１回（１０月） 

・従事者人員 ２人程度 

・受益対象者 神奈川県にお住まいのきこえに困っている方及びそのご家族多数 

・支出見込額 ２，５００円 


